
提

出

者

保

坂

展

人

平
成
十
二
年
十
二
月
一
日
提
出

質

問

第

七

三

号

広
島
大
学
歯
学
部
第
一
口
腔
外
科
教
授
選
お
よ
び
資
質
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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広
島
大
学
歯
学
部
第
一
口
腔
外
科
教
授
選
お
よ
び
資
質
に
関
す
る
質
問
主
意
書

今
年
六
月
二
日
森
喜
朗
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
、
「
一
九
九
六
年
五
月
二
十
三
日
、
広
島
大
学
歯
学
部
口
腔
外
科
第
一
講
座
教

授
に
選
出
さ
れ
た
人
物
の
資
質
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
る
。
地
元
医
療
関
係
者
の
指
摘
で
は
教
授
就
任
後
、
地
域
住
民
や
開
業
医

の
期
待
し
て
い
る
悪
性
腫
瘍
を
含
む
難
手
術
を
ほ
と
ん
ど
執
刀
で
き
ず
、
臨
床
講
座
の
主
任
教
授
と
し
て
の
責
め
を
果
た
し
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
広
島
大
学
歯
学
部
第
一
口
腔
外
科
教
授
選
お
よ
び
関
連
諸
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書
を
受
領
し
た
。
答
弁
書
に
は
調
査
中
の
案
件
ま
た
は
事
実
に
相
違
し
て
い
る
部
分
が
多
数
あ
り
、
「
虚
偽
の
報

告
」
を
す
る
大
学
側
の
姿
勢
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。

大
学
の
医
・
歯
学
部
に
は
「
臨
床
（
治
療
）
」
「
教
育
」
「
研
究
」
が
あ
る
と
思
う
が
、
中
で
も
臨
床
系
の
教
授
が
、
治
療

行
為
が
可
能
な
資
質
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
地
域
に
住
む
患
者
に
と
っ
て
は
不
安
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
中
国
地

方
に
は
が
ん
セ
ン
タ
ー
も
な
く
、
こ
の
地
方
の
最
高
の
医
療
機
関
と
し
て
の
期
待
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
患
者
が
安
心
し
て

手
術
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
改
革
と
改
善
を
求
め
て
第
一
口
腔
外
科
教
授
の
選
考
経
過
と
資
質
の
適
否
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す

る
。

一

教
授
選
考
に
つ
い
て

一



広
島
大
学
教
員
選
考
基
準
は
、
先
の
質
問
主
意
書
で
ふ
れ
た
と
お
り
「
学
位
」
「
研
究
実
績
」
「
学
問
上
の
業
績
」
を
定

め
て
い
る
。
そ
の
点
を
ふ
ま
え
て
確
認
し
た
い
。

（
�
）

教
授
は
教
育
研
究
実
績
と
し
て
学
生
教
育
の
講
義
を
年
間
何
時
間
行
っ
た
の
か
。
ま
た
実
績
論
文
数
は
何
編
あ
っ

た
の
か
。

（
�
）

臨
床
実
績
と
し
て
の
臨
床
従
事
年
数
は
何
年
間
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
行
わ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
手
術
執

刀
に
必
要
な
全
身
麻
酔
の
研
修
は
受
け
て
い
る
の
か
。

（
�
）

医
者
を
選
ぶ
業
者
に
と
っ
て
判
断
材
料
と
し
て
重
大
な
経
験
で
あ
り
条
件
で
あ
る
執
刀
医
を
務
め
た
症
例
は
過
去

五
年
間
で
何
例
に
な
る
の
か
。
さ
ら
に
過
去
二
年
間
に
は
症
例
が
な
い
と
い
う
の
は
事
実
な
の
か
。
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

（
�
）

手
術
症
例
が
一
〇
〇
例
以
上
必
要
と
さ
れ
る
口
腔
外
科
認
定
医
の
資
格
は
あ
る
の
か
。
さ
ら
に
認
定
医
を
指
導
す

る
指
導
医
の
資
格
は
ど
う
か
。

（
�
）

新
教
授
選
考
資
料
の
中
に
他
人
の
論
文
や
学
位
論
文
の
デ
ー
タ
流
用
が
あ
る
と
「
安
心
し
て
広
島
大
学
歯
学
部
第

一
口
腔
外
科
で
手
術
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
一
万
人
委
員
会
」
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

二



一
九
九
六
年
三
月
二
十
二
日
（
平
成
八
年
）
に
提
出
し
た
。A

n
d
ro
g
e
n
－
D
e
p
e
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.
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R
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（����

）

���
－
���

に
はF

ig
.�

か
ら

F
ig

.�
とT

a
b
le

の
	
つ
の
デ
ー
タ
が
あ
る
が
、
す
べ
て
次
の
論
文
の
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。
そ

の
論
文
と
は
、
マ
ウ
ス
顎
下
腺
に
存
在
す
る
線
維
芽
細
胞
増
殖
因
子－

�

の
精
製
、
遺
伝
子
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
な
ら
び

に
機
能
解
析

藤
田
善
教
、
他
、
日
本
口
腔
外
科
学
会
雑
誌

第
四
〇
巻

第
七
号

七
〇
七－

七
一
六

一
九
九

四
（
平
成
六
年
）
。
同
教
授
の
論
文
は
学
内
公
募
の
締
め
切
り
後
に
提
出
さ
れ
て
い
て
、
上
記
二
つ
の
論
文
の

a
b
stra
ct

（
英
文
）
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
。

普
通
論
文
に
他
人
の
図
表
を
引
用
し
た
ら

R
e
fe
re
n
ce

に
記
載
す
る
し
、
図
表
の
下
に
注
釈
と
し
て
そ
の
論
文

の
筆
頭
者
、
論
文
名
、
年
数
等
を
記
載
す
る
が
、
同
教
授
の
論
文
に
は
こ
れ
ら
の
記
載
は
な
い
。

G
ro
w
th
a
n
d
d
iffe
re
n
tia
tio
n
o
f
h
u
m
a
n
p
e
rio
d
o
n
ta
l
lig
a
m
e
n
t
d
e
riv
e
d
ce
lls
in
se
ru
m
－
fre
e

d
e
fin
e
d
cu
ltu
re

.O
k
a
m
o
to
,T
.,e
t,a
l,In

V
itro

C
e
ll.D
e
v
.B
io
l
�
：

（in
p
re
ss

）,����

は
ヒ
ト
歯
周
靱

帯
由
来
細
胞
の
増
殖
と
分
化
に
関
す
る
細
胞
内
分
泌
学
的
研
究
、
八
�
信
博th

e
sis

（
学
位
論
文
）
一
九
九
六
と

三



写
真
、
図
式
が
全
く
同
一
で
あ
る
。

前
回
の
答
弁
書
に
は
調
査
中
と
あ
る
が
、
そ
の
後
広
島
大
学
か
ら
ど
の
よ
う
な
報
告
を
受
け
て
い
る
の
か
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
教
授
選
考
資
料
で
あ
り
、
単
に
研
究
者
の
モ
ラ
ル
欠
落
と
し
て
片
付
け
ら
れ
る
の

か
問
い
た
い
。

（
�
）

新
教
授
は
平
成
四
年
六
月
二
七
日
か
ら
八
月
七
日
ま
で
四
十
一
日
滞
在
し
て
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ハ
ノ
ー
バ
ー
医

科
大
学
顎
外
科
で
研
修
し
、
「
口
腔
の
癌
、
顎
変
型
症
、
口
唇
、
口
蓋
裂
な
ど
の
顎
顔
面
外
科
手
術
の
研
修
に
よ
っ

て
外
科
手
術
の
技
術
を
培
っ
た
」
と
報
告
し
て
い
る
。
し
か
も
、
一
万
人
委
員
会
が
入
手
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
ハ

ノ
ー
バ
ー
医
科
大
学
教
授J

.E
.H
a
u
sa
m
e
n

氏
の
手
紙
で
は
、
『
新
教
授
は
七
月
二
日
、
三
日
、
六
日
、
九
日
の

四
日
間
手
術
の
研
修
を
し
た
』
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
虚
偽
の
報
告
で
は
な
い
の
か
。
事
実
は
ど
う
な
の

か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

地
域
住
民
に
対
す
る
医
療
供
給
体
制

（
�
）

一
九
九
六
年
五
月
に
第
一
口
腔
外
科
の
新
教
授
と
な
っ
た
後
の
第
一
口
腔
外
科
の
患
者
数
は
九
六
年
度
が
前
年
比

六
・
一
％
減
、
入
院
で
は
十
七
％
減
っ
た
。
患
者
の
不
安
が
広
が
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

四



（
�
）

医
療
事
故
を
起
こ
し
て
以
来
、
手
術
は
ほ
と
ん
ど
執
刀
し
て
い
な
い
状
況
で
、
医
員
の
指
導
や
学
生
教
育
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
が
、
そ
の
職
務
を
全
う
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
。
ま
た
職
務
と
は
何
な
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

三

博
士
号
（
乙
種
）
授
与

（
�
）

「
広
島
大
学
学
位
規
程
歯
学
部
研
究
科
内
規
第
九
条
の
研
究
歴
期
間
に
対
す
る
申
し
合
わ
せ
」
に
よ
る
と

�

週
五
日
以
上
の
勤
務
を
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
と
み
な
す

�

教
務
員
お
よ
び
医
員
等
の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
者
の
研
究
歴
は
そ
の
期
間
を
全
部
研
究
歴
と
認
め
る
。
医
学
研
修

生
等
の
研
究
歴
は
実
情
に
応
じ
て
期
間
を
求
め
る

�

他
の
病
院
へ
の
出
張
期
間
に
つ
い
て
は
最
高
一
年
ま
で
研
究
歴
期
間
と
し
て
認
め
る

�

二
講
座
以
上
に
ま
た
が
る
研
究
歴
な
ど
特
殊
事
例
に
つ
い
て
は
実
情
に
照
ら
し
て
研
究
科
委
員
会
で
判
断
す
る

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
基
礎
系
講
座
は
五
年
以
上
、
臨
床
系
講
座
は
六
年
以
上
の
研
究
歴
が
必
要
で
あ
る
が
、

五
年
に
満
た
な
い
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。
内
規
に
反
し
て
学
位
を
授
与
す
る
よ
う
な
事
例
は
な
い
と
す
る
根
拠
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五



（
�
）

博
士
号
取
得
に
と
も
な
う
謝
礼
の
授
受
に
つ
い
て
は
九
八
年
九
月
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
紙
面
で
「
謝
礼
も
す
べ
て

の
教
授
が
受
け
取
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
学
位
の
判
定
は
左
右
さ
れ
ま
せ
ん
」
と
長

坂
信
夫
学
部
長
が
発
言
し
て
い
る
。
し
か
し
、
学
位
の
謝
礼
は
当
事
者
が
一
般
的
に
研
究
費
用
と
し
て
研
究
途
上
で

ま
と
ま
っ
た
金
額
を
寄
付
す
る
か
、
学
位
を
授
与
さ
れ
て
礼
金
と
し
て
一
般
常
識
以
上
の
金
品
を
出
す
。
す
な
わ
ち

謝
礼
が
職
務
に
関
し
て
な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
見
解
を
問
い
た
い
。

（
�
）

乙
種
学
位
申
請
論
文
の
論
文
受
理
発
刊
証
明
書
添
付
に
つ
い
て
、
広
島
大
学
名
誉
教
授
高
田
和
彰
氏
は
「
平
成
八

年
ま
で
（
自
分
が
退
官
す
る
）
は
必
要
だ
っ
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
も
し
必

要
な
い
と
す
る
な
ら
、
学
位
の
甲
種
と
乙
種
が
ま
っ
た
く
同
じ
形
で
申
請
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
国
内
に
こ
の
よ
う

な
安
直
な
学
位
に
関
す
る
内
規
を
も
つ
大
学
、
学
部
の
例
が
あ
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

六


